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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】接触抵抗によって発熱しても、高温になりにく
く、瞬断を防止できる端子およびこれを用いたコネクタ
を提供する
【解決手段】ハウジング１０の接点孔１４から出し入れ
可能に突出する可動接点部３６を有する端子３０である
。特に、前記可動接点部３６の接点面３６ａの背後に少
なくとも１個の冷却用貫通孔３８を設けてある。可動接
点部３６における露出面積が増大し、冷却効率が向上す
るので、高温になりにくい端子３０が得られる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングの接点孔から出し入れ可能に突出する可動接点部を有する端子であって、
　前記可動接点部の接点面の背後に少なくとも１個の貫通孔を設けたことを特徴とする端
子。
【請求項２】
　可動接点部の接点面が円弧状であることを特徴とする請求項１に記載の端子。
【請求項３】
　可動接点部の接点面が直線状であることを特徴とする請求項１に記載の端子。
【請求項４】
　可動接点部の厚さが均一であることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記
載の端子。
【請求項５】
　可動接点部がピン形状であることを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載
の端子。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項に記載の端子の可動接点部を、ハウジングに設けた接
点孔から出し入れ可能に突出させたことを特徴とするコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は端子、例えば、ハウジングに組み込まれてコネクタを形成するだけでなく、
基板の側端面に直接実装して使用できる端子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、端子としては、例えば、導電性チューブ内に、導電性ピンを突出および後退方向
に摺動自在でしかも抜け出ないように配設するとともに、前記導電性ピンを前記突出方向
に弾性付勢するコイルスプリングを縮設してなるスプリングコネクタにおいて、前記コイ
ルスプリングのすくなくとも一部分の巻き外径を１タ－ンずれた他部分の巻き内径より小
さくまたは同じとなるように設定し、前記コイルスプリングが収縮された状態で、前記一
部分を前記他部分の内側に収容し得るように構成したことを特徴とするスプリングコネク
タがある（特許文献１参照）。
　そして、特許文献１の図１に示すように、前述のスプリングコネクタ２０は、導電性ピ
ン１４がコイルスプリング２６で軸心方向に付勢されているとともに、その図５に示すよ
うに、前記導電性ピン１４がバッテリー４４の当接端子４６に圧接することにより、所定
の接点圧を確保しつつ、電気的接続する構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１４９９５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述のスプリングコネクタは、大容量のバッテリーが使用される状況下
では、接触抵抗による発熱によって高温になりやすく、通電できる電流容量が低下しやす
いという問題点がある。
　また、前記スプリングコネクタでは、外部から衝撃力が負荷されると、導電性ピンの慣
性力が大きいので、前記導電性ピンの接点面がバッテリーから瞬間的に離れて瞬断するお
それがある。
　本発明に係る端子は、接触抵抗によって発熱しても、高温になりにくく、瞬断を防止で
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きる端子およびこれを用いたコネクタを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る端子は、前記課題を解決するために、ハウジングの接点孔から出し入れ可
能に突出する可動接点部を有する端子であって、前記可動接点部の接点面の背後に少なく
とも１個の貫通孔を設けた構成としてある。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、可動接点部における露出面積が増大し、冷却効率が向上するので、高
温になりにくい端子が得られる。
　また、可動接点部に冷却用貫通孔を設けることにより、可動接点部自体の質量が小さく
なる。このため、外部からの衝撃力、例えば、落下による衝撃力がハウジングに負荷され
たとしても、可動接点部の慣性力が小さいので、可動接点部の慣性力によって生じ得る瞬
間的な電気的接続不良である瞬断を防止できる。
【０００７】
　本発明の実施形態としては、可動接点部の接点面が円弧状あるいは直線状であってもよ
い。
　本実施形態によれば、接点面が異なることにより、用途に応じた端子を選択でき、設計
の自由度が広がる。
【０００８】
　本発明の他の実施形態としては、可動接点部の厚さが均一であってもよい。
　本実施形態によれば、応力集中を回避できるとともに、設計が容易になる。
【０００９】
　本発明の別の実施形態としては、可動接点部がピン形状であってもよい。
　本実施形態によれば、冷却用貫通孔の内周面だけ露出面積が増大し、冷却効率が高くな
るので、高温になりにくいピン形状の端子が得られる。
【００１０】
　本発明に係るコネクタは、前述の端子に係る可動接点部を、ハウジングに設けた接点孔
から出し入れ可能に突出させた構成としてもよい。
【００１１】
　本発明によれば、可動接点部の露出面積が増大し、冷却効率が高くなり、高温になりに
くいコネクタが得られる。
　また、可動接点部に冷却用貫通孔を設けることにより、可動接点部自体の質量が小さく
なる。このため、外部からの衝撃力、例えば、落下による衝撃力がハウジングに負荷され
たとしても、可動接点部の慣性力が小さいので、可動接点部の慣性力によって生じ得る瞬
間的な電気的接続不良である瞬断を防止できるコネクタが得られるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１Ａ，１Ｂは本願発明の第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタを示す
斜視図および平面図である。
【図２】図１で図示した第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタの分解斜視図であ
る。
【図３】図１で図示した第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタの異なる角度から
視た分解斜視図である。
【図４】図４Ａおよび図４Ｂ，４Ｃは本願発明に係る端子を組み込むハウジングを示す斜
視図、および、図４Ａで示したＢ－Ｂ線，Ｃ－Ｃ線断面斜視図である。
【図５】図５Ａ，５Ｂは図２で図示した固定具および端子の正面図である。
【図６】図６Ａ，６Ｂはコネクタの動作前後を示す断面図である。
【図７】図７Ａ，７Ｂ，７Ｃは本願発明の第２，第３，第４実施形態に係る端子の可動接
点部だけを示す部分斜視図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明に係る端子の実施形態を図１ないし図７の添付図面に従って説明する。
　第１実施形態は、図１ないし図６に示すように、樹脂成形された高さ４ｍｍのハウジン
グ１０に所定のピッチで固定金具２０を圧入するとともに、前記固定金具２０，２０の間
に接続端子３０を圧入したコネクタに適用した場合である。
【００１４】
　前記ハウジング１０は、図４に示すように、固定金具２０を上方から圧入できる第１収
納スペース１１を所定ピッチで設けてあるとともに、前記第１収納スペース１１の対向す
る内側面には係止用突条１２を設けてある。また、前記ハウジング１０は、前記第１収納
スペース１１，１１の間に接続端子３０を背面側から圧入できる３つの第２収納スペース
１３を並設してある。特に、両端に設けた第２収納スペース１３は、仕切り壁１３ａで仕
切られている。さらに、前記ハウジング１０は、その正面側に、前記第２収納スペース１
３に連通し、かつ、後述する可動接点部３６を出し入れできる接点孔１４を設けてあると
ともに、前記第２収納スペース１３に連通する圧入孔１５を設けてある。そして、前記接
点孔１４の両側開口縁部に補強用リブ１６を突設するとともに、前記接点孔１４の上方縁
部に位置規制用受け部１７（図６）を形成してある。また、前記ハウジング１０は、その
上面の正面側縁部に前記第２収納スペース１３に連通する覗き孔１８を設けてある。
【００１５】
　固定金具２０は、図５Ａに示すように、金属製薄板をプレス加工で打ち抜いて形成した
略門型のプレス成形品であり、その内側面に係止爪２１を突設してある。このため、前記
ハウジング１０の第１収納スペース１１に前記固定金具２０を上方から圧入すると、前記
係止爪２１が前記ハウジング１０の係止用突条１２に係止し、前記固定金具２０が抜け止
めされるとともに、前記固定金具２０の固定用下端部２２が前記ハウジング１０の底面か
ら接続固定できるように露出する（図６）。
【００１６】
　接続端子３０は、図５Ｂに示すように、圧入用固定部３１から上方に略Ｊ形状の支持部
３２を突出するとともに、前記支持部３２の先端に位置する第１分岐部３３ａから第１延
在部３４ａと第２分岐部３３ｂとが延在し、前記第２分岐部３３ｂから第２，第３延在部
３４ｂ，３４ｃが分岐している。
　前記圧入用固定部３１には、その一端部の上面に係止爪３１ａを突設してある一方、そ
の他端部の下面から接続部３１ｂを設けることにより、圧入用切り欠き部３１ｃを形成し
てある。
　また、前記第１分岐部３３ａ，第２分岐部３３ｂから分岐した第１，第２，第３延在部
３４ａ，３４ｂ，３４ｃが略平行に蛇行するように延在することにより、第１，第２スリ
ット３５ａ，３５ｂを形成してある。このため、分岐部３３ａ，３３ｂに対する応力集中
が生じにくくなり、寿命が長いとともに、設計の自由度が広がるという利点がある。
　さらに、前記第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃの先端部を一体化して形
成した自由端部に可動接点部３６を設けてあるとともに、前記第１延在部３４ａの先端に
位置規制用突部３７を突設してある。前記可動接点部３６は、その接点面３６ａの背後に
、前記接点面３６ａと平行な方向に貫通する複数個の冷却用貫通孔３８を並設してある。
【００１７】
　なお、本実施形態では、第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃの湾曲部分に
おける巾寸法を順次、大きくしてある。このため、動作時における応力集中が生じにくく
なり、寿命が伸びるという利点がある。
　また、本実施形態に係る第１，第２スリット３５ａ，３５ｂの巾寸法は、接続端子３０
の可動接点部３６を動作させても第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互
に接触しない大きさとなっている。このため、所定の動作時において第１，第２，第３延
在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互に接触することがなく、不快な接触音が生じない。
　さらに、前記可動接点部３６に複数個の冷却用貫通孔３８を設け、露出面積が増大して
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いるので、接触抵抗に基づいて可動接点部３６が発熱しても、効率的に冷却でき、高温に
なりにくい。
　ついで、複数個の冷却用貫通孔３８を前記可動接点部３６に設けることにより、前記可
動接点部３６の慣性力が小さくなるので、外部から衝撃力が負荷されても、瞬断が生じに
くくなり、接触信頼性が向上するという利点がある。
【００１８】
　そして、図３に示すように、前記ハウジング１０の第２収納スペース１３に背面側から
前記接続端子３０を挿入する。そして、前記圧入用固定部３１を圧入孔１５に圧入し、係
止爪３１ａを圧入孔１５の内面に係止するとともに、切り欠き部３１ｃをハウジング１０
の縁部に係合することにより、固定できる。これにより、接続端子３０の位置規制用突部
３７がハウジング１０の位置規制用受け部１７に当接して位置規制されるとともに、接続
端子３０の接続部３１ｂが固定金具２０の固定用下端部２２と面一となる。
【００１９】
　ついで、図示しないプリント基板に実装した前記コネクタに、例えば、携帯電子機器の
バッテリーを圧接させることにより、可動接点部３６を押し込むと、第１，第２，第３延
在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが弾性変形するとともに、支持部３２が弾性変形する。そし
て、所定の押し込み量の範囲内であれば、第１，第２スリット３５ａ，３５ｂの巾寸法を
大きくしてあるので、第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互に接触する
ことがなく、摩擦音を発生させることがない。特に、可動接点部３６と圧入用固定部３１
との間に、蛇行する第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃおよび支持部３２が
配置され、バネ長が長いので、所望の変位量を確保できるとともに、応力集中が生じにく
い。このため、接触信頼性が向上するとともに、寿命の長いコネクタが得られる。
【００２０】
　第２実施形態は、図７Ａに示すように、前述の第１実施形態が可動接点部３６に２個の
略楕円の冷却用貫通孔３６を並設した場合であるのに対し、多数個の円形の冷却用貫通孔
３８を格子状に設けた場合である。また、第３実施形態は、図７Ｂに示すように、多数個
の異形の冷却用貫通孔を格子状に設けた場合である。他は前述の第１実施形態と同様であ
るので、説明を省略する。
　本実施形態によれば、可動接点部３６における露出面積が増大し、冷却効率がより一層
高い端子が得られるという利点がある。
【００２１】
　第４実施形態は、図７Ｃに示すように、ピン形状の可動接点部３６の接点面３６ａの背
後に２個の冷却用貫通孔３８を設けた場合である。
　本実施形態によっても、可動接点部の３６の露出面積が増大し、冷却効率がより一層高
く、高温になりにくい端子が得られる。
【００２２】
　前述の実施形態によれば、可動接点部３６の質量が小さくなり、慣性力が小さくなるの
で、外部から衝撃力が負荷されても、瞬間的な電気的接続不良である瞬断を防止でき、接
触信頼性の高い端子が得られるという利点がある。
【００２３】
　なお、接触信頼性を高めるために２枚１組の接続端子と１枚の接続端子とを組み合わせ
る場合について説明したが、全て１枚の接続端子だけで構成してもよく、あるいは、全て
２枚１組の接続端子で構成してもよい。さらに、３枚１組で接続端子を組み込んでも良く
、必要に応じて接続端子の数を選択できることは勿論である。
　また、延在部およびスリットは一様な巾寸法である必要はなく、必要に応じて巾寸法を
変化させてもよい。例えば、延在部の湾曲部分のうち、外側の位置する延在部の湾曲部分
の巾寸法だけを大きくし、応力集中の発生を防止することにより、耐久性を高めてもよい
。
　さらに、前記実施形態では、ハウジングに接続端子を組み込む場合について説明したが
、プリント基板自体をハウジングとし、その側端面に本願の接続端子を直接組み込んでも



(6) JP 2012-190765 A 2012.10.4

10

20

よい。これによれば、従来のハウジグおよび固定金具を必要とせず、結果として装置全体
をより一層小型化できるという利点がある。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本発明に係る端子は、前述の形状に限らず、可動接点部に冷却用貫通孔を有するもので
あれば、特に限定するものではない。
【符号の説明】
【００２５】
　　１０：ハウジング
　　１３：第２収納スペース
　　１４：接点孔
　　１７：位置規制用受け部
　　２０：固定金具
　　３０：接続端子
　　３１：圧入用固定部
　　３２：支持部
　　３３ａ，３３ｂ：第１分岐部，第２分岐部
　　３４ａ，３４ｂ，３４ｃ：第１，第２，第３延在部
　　３５ａ，３５ｂ：第１，第２スリット
　　３６：可動接点部
　　３６ａ：接点面
　　３７：位置規制用突部
　　３８：冷却用貫通孔

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月27日(2011.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ハウジングの接点孔から出し入れ可能に突出する可動接点部を有する端子であって、
　前記可動接点部の接点面の背後に少なくとも１個の貫通孔を設け、かつ、前記可動接点
部の接点面を円弧状とするとともに、前記可動接点部の両端を、少なくとも２本の略平行
に蛇行する弾性変形可能な延在部で支持したことを特徴とする端子。
【請求項２】
　可動接点部の厚さが均一であることを特徴とする請求項１に記載の端子。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の端子の可動接点部を、ハウジングに設けた接点孔から出し入
れ可能に突出させたことを特徴とするコネクタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】



(9) JP 2012-190765 A 2012.10.4

【０００１】
　本願発明は端子、例えば、ハウジングに組み込まれてコネクタを形成するだけでなく、
基板の側端面に直接実装して使用できる端子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、端子としては、例えば、導電性チューブ内に、導電性ピンを突出および後退方向
に摺動自在でしかも抜け出ないように配設するとともに、前記導電性ピンを前記突出方向
に弾性付勢するコイルスプリングを縮設してなるスプリングコネクタにおいて、前記コイ
ルスプリングのすくなくとも一部分の巻き外径を１タ－ンずれた他部分の巻き内径より小
さくまたは同じとなるように設定し、前記コイルスプリングが収縮された状態で、前記一
部分を前記他部分の内側に収容し得るように構成したことを特徴とするスプリングコネク
タがある（特許文献１参照）。
　そして、特許文献１の図１に示すように、前述のスプリングコネクタ２０は、導電性ピ
ン１４がコイルスプリング２６で軸心方向に付勢されているとともに、その図５に示すよ
うに、前記導電性ピン１４がバッテリー４４の当接端子４６に圧接することにより、所定
の接点圧を確保しつつ、電気的接続する構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１４９９５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述のスプリングコネクタは、大容量のバッテリーが使用される状況下
では、接触抵抗による発熱によって高温になりやすく、通電できる電流容量が低下しやす
いという問題点がある。
　また、前記スプリングコネクタでは、外部から衝撃力が負荷されると、導電性ピンの慣
性力が大きいので、前記導電性ピンの接点面がバッテリーから瞬間的に離れて瞬断するお
それがある。
　本発明に係る端子は、接触抵抗によって発熱しても、高温になりにくく、瞬断を防止で
きる端子およびこれを用いたコネクタを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る端子は、前記課題を解決するために、ハウジングの接点孔から出し入れ可
能に突出する可動接点部を有する端子であって、前記可動接点部の接点面の背後に少なく
とも１個の貫通孔を設け、かつ、前記可動接点部の接点面を円弧状とするとともに、前記
可動接点部の両端を、少なくとも２本の略平行に蛇行する弾性変形可能な延在部で支持し
た構成としてある。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、可動接点部における露出面積が増大し、冷却効率が向上するので、高
温になりにくい端子が得られる。
　また、可動接点部に冷却用貫通孔を設けることにより、可動接点部自体の質量が小さく
なる。このため、外部からの衝撃力、例えば、落下による衝撃力がハウジングに負荷され
たとしても、可動接点部の慣性力が小さいので、可動接点部の慣性力によって生じ得る瞬
間的な電気的接続不良である瞬断を防止できる。
【０００７】
　本発明の他の実施形態としては、可動接点部の厚さが均一であってもよい。
【０００８】
　本実施形態によれば、応力集中を回避できるとともに、設計が容易になる。
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【０００９】
　本発明に係るコネクタは、前述の端子に係る可動接点部を、ハウジングに設けた接点孔
から出し入れ可能に突出させた構成としてもよい。
【００１０】
　本発明によれば、可動接点部の露出面積が増大し、冷却効率が高くなり、高温になりに
くいコネクタが得られる。
【００１１】
　また、可動接点部に冷却用貫通孔を設けることにより、可動接点部自体の質量が小さく
なる。このため、外部からの衝撃力、例えば、落下による衝撃力がハウジングに負荷され
たとしても、可動接点部の慣性力が小さいので、可動接点部の慣性力によって生じ得る瞬
間的な電気的接続不良である瞬断を防止できるコネクタが得られるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１Ａ，１Ｂは本願発明の第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタを示す
斜視図および平面図である。
【図２】図１で図示した第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタの分解斜視図であ
る。
【図３】図１で図示した第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタの異なる角度から
視た分解斜視図である。
【図４】図４Ａおよび図４Ｂ，４Ｃは本願発明に係る端子を組み込むハウジングを示す斜
視図、および、図４Ａで示したＢ－Ｂ線，Ｃ－Ｃ線断面斜視図である。
【図５】図５Ａ，５Ｂは図２で図示した固定具および端子の正面図である。
【図６】図６Ａ，６Ｂはコネクタの動作前後を示す断面図である。
【図７】図７Ａ，７Ｂ，７Ｃは本願発明の第２，第３，第４実施形態に係る端子の可動接
点部だけを示す部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明に係る端子の実施形態を図１ないし図７の添付図面に従って説明する。
　第１実施形態は、図１ないし図６に示すように、樹脂成形された高さ４ｍｍのハウジン
グ１０に所定のピッチで固定金具２０を圧入するとともに、前記固定金具２０，２０の間
に接続端子３０を圧入したコネクタに適用した場合である。
【００１４】
　前記ハウジング１０は、図４に示すように、固定金具２０を上方から圧入できる第１収
納スペース１１を所定ピッチで設けてあるとともに、前記第１収納スペース１１の対向す
る内側面には係止用突条１２を設けてある。また、前記ハウジング１０は、前記第１収納
スペース１１，１１の間に接続端子３０を背面側から圧入できる３つの第２収納スペース
１３を並設してある。特に、両端に設けた第２収納スペース１３は、仕切り壁１３ａで仕
切られている。さらに、前記ハウジング１０は、その正面側に、前記第２収納スペース１
３に連通し、かつ、後述する可動接点部３６を出し入れできる接点孔１４を設けてあると
ともに、前記第２収納スペース１３に連通する圧入孔１５を設けてある。そして、前記接
点孔１４の両側開口縁部に補強用リブ１６を突設するとともに、前記接点孔１４の上方縁
部に位置規制用受け部１７（図６）を形成してある。また、前記ハウジング１０は、その
上面の正面側縁部に前記第２収納スペース１３に連通する覗き孔１８を設けてある。
【００１５】
　固定金具２０は、図５Ａに示すように、金属製薄板をプレス加工で打ち抜いて形成した
略門型のプレス成形品であり、その内側面に係止爪２１を突設してある。このため、前記
ハウジング１０の第１収納スペース１１に前記固定金具２０を上方から圧入すると、前記
係止爪２１が前記ハウジング１０の係止用突条１２に係止し、前記固定金具２０が抜け止
めされるとともに、前記固定金具２０の固定用下端部２２が前記ハウジング１０の底面か
ら接続固定できるように露出する（図６）。
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【００１６】
　接続端子３０は、図５Ｂに示すように、圧入用固定部３１から上方に略Ｊ形状の支持部
３２を突出するとともに、前記支持部３２の先端に位置する第１分岐部３３ａから第１延
在部３４ａと第２分岐部３３ｂとが延在し、前記第２分岐部３３ｂから第２，第３延在部
３４ｂ，３４ｃが分岐している。
　前記圧入用固定部３１には、その一端部の上面に係止爪３１ａを突設してある一方、そ
の他端部の下面から接続部３１ｂを設けることにより、圧入用切り欠き部３１ｃを形成し
てある。
　また、前記第１分岐部３３ａ，第２分岐部３３ｂから分岐した第１，第２，第３延在部
３４ａ，３４ｂ，３４ｃが略平行に蛇行するように延在することにより、第１，第２スリ
ット３５ａ，３５ｂを形成してある。このため、分岐部３３ａ，３３ｂに対する応力集中
が生じにくくなり、寿命が長いとともに、設計の自由度が広がるという利点がある。
　さらに、前記第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃの先端部を一体化して形
成した自由端部に可動接点部３６を設けてあるとともに、前記第１延在部３４ａの先端に
位置規制用突部３７を突設してある。前記可動接点部３６は、その接点面３６ａの背後に
、前記接点面３６ａと平行な方向に貫通する複数個の冷却用貫通孔３８を並設してある。
【００１７】
　なお、本実施形態では、第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃの湾曲部分に
おける巾寸法を順次、大きくしてある。このため、動作時における応力集中が生じにくく
なり、寿命が伸びるという利点がある。
　また、本実施形態に係る第１，第２スリット３５ａ，３５ｂの巾寸法は、接続端子３０
の可動接点部３６を動作させても第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互
に接触しない大きさとなっている。このため、所定の動作時において第１，第２，第３延
在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互に接触することがなく、不快な接触音が生じない。
　さらに、前記可動接点部３６に複数個の冷却用貫通孔３８を設け、露出面積が増大して
いるので、接触抵抗に基づいて可動接点部３６が発熱しても、効率的に冷却でき、高温に
なりにくい。
　ついで、複数個の冷却用貫通孔３８を前記可動接点部３６に設けることにより、前記可
動接点部３６の慣性力が小さくなるので、外部から衝撃力が負荷されても、瞬断が生じに
くくなり、接触信頼性が向上するという利点がある。
【００１８】
　そして、図３に示すように、前記ハウジング１０の第２収納スペース１３に背面側から
前記接続端子３０を挿入する。そして、前記圧入用固定部３１を圧入孔１５に圧入し、係
止爪３１ａを圧入孔１５の内面に係止するとともに、切り欠き部３１ｃをハウジング１０
の縁部に係合することにより、固定できる。これにより、接続端子３０の位置規制用突部
３７がハウジング１０の位置規制用受け部１７に当接して位置規制されるとともに、接続
端子３０の接続部３１ｂが固定金具２０の固定用下端部２２と面一となる。
【００１９】
　ついで、図示しないプリント基板に実装した前記コネクタに、例えば、携帯電子機器の
バッテリーを圧接させることにより、可動接点部３６を押し込むと、第１，第２，第３延
在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが弾性変形するとともに、支持部３２が弾性変形する。そし
て、所定の押し込み量の範囲内であれば、第１，第２スリット３５ａ，３５ｂの巾寸法を
大きくしてあるので、第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互に接触する
ことがなく、摩擦音を発生させることがない。特に、可動接点部３６と圧入用固定部３１
との間に、蛇行する第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃおよび支持部３２が
配置され、バネ長が長いので、所望の変位量を確保できるとともに、応力集中が生じにく
い。このため、接触信頼性が向上するとともに、寿命の長いコネクタが得られる。
【００２０】
　第２実施形態は、図７Ａに示すように、前述の第１実施形態が可動接点部３６に２個の
略楕円の冷却用貫通孔３６を並設した場合であるのに対し、多数個の円形の冷却用貫通孔
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３８を格子状に設けた場合である。また、第３実施形態は、図７Ｂに示すように、多数個
の異形の冷却用貫通孔を格子状に設けた場合である。他は前述の第１実施形態と同様であ
るので、説明を省略する。
　本実施形態によれば、可動接点部３６における露出面積が増大し、冷却効率がより一層
高い端子が得られるという利点がある。
【００２１】
　第４実施形態は、図７Ｃに示すように、ピン形状の可動接点部３６の接点面３６ａの背
後に２個の冷却用貫通孔３８を設けた場合である。
　本実施形態によっても、可動接点部の３６の露出面積が増大し、冷却効率がより一層高
く、高温になりにくい端子が得られる。
【００２２】
　前述の実施形態によれば、可動接点部３６の質量が小さくなり、慣性力が小さくなるの
で、外部から衝撃力が負荷されても、瞬間的な電気的接続不良である瞬断を防止でき、接
触信頼性の高い端子が得られるという利点がある。
【００２３】
　なお、接触信頼性を高めるために２枚１組の接続端子と１枚の接続端子とを組み合わせ
る場合について説明したが、全て１枚の接続端子だけで構成してもよく、あるいは、全て
２枚１組の接続端子で構成してもよい。さらに、３枚１組で接続端子を組み込んでも良く
、必要に応じて接続端子の数を選択できることは勿論である。
　また、延在部およびスリットは一様な巾寸法である必要はなく、必要に応じて巾寸法を
変化させてもよい。例えば、延在部の湾曲部分のうち、外側の位置する延在部の湾曲部分
の巾寸法だけを大きくし、応力集中の発生を防止することにより、耐久性を高めてもよい
。
　さらに、前記実施形態では、ハウジングに接続端子を組み込む場合について説明したが
、プリント基板自体をハウジングとし、その側端面に本願の接続端子を直接組み込んでも
よい。これによれば、従来のハウジグおよび固定金具を必要とせず、結果として装置全体
をより一層小型化できるという利点がある。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本発明に係る端子は、前述の形状に限らず、可動接点部に冷却用貫通孔を有するもので
あれば、特に限定するものではない。
【符号の説明】
【００２５】
　　１０：ハウジング
　　１３：第２収納スペース
　　１４：接点孔
　　１７：位置規制用受け部
　　２０：固定金具
　　３０：接続端子
　　３１：圧入用固定部
　　３２：支持部
　　３３ａ，３３ｂ：第１分岐部，第２分岐部
　　３４ａ，３４ｂ，３４ｃ：第１，第２，第３延在部
　　３５ａ，３５ｂ：第１，第２スリット
　　３６：可動接点部
　　３６ａ：接点面
　　３７：位置規制用突部
　　３８：冷却用貫通孔
【手続補正書】
【提出日】平成24年2月20日(2012.2.20)
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングの接点孔から出し入れ可能に突出する可動接点部を有する端子であって、
　前記可動接点部の接点面の背後に少なくとも２個の冷却用貫通孔を設け、かつ、前記可
動接点部の接点面を円弧状とするとともに、前記可動接点部の両端を、少なくとも２本の
略平行に蛇行する弾性変形可能な延在部で支持したことを特徴とする端子。
【請求項２】
　可動接点部の厚さが均一であることを特徴とする請求項１に記載の端子。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の端子の可動接点部を、ハウジングに設けた接点孔から出し入
れ可能に突出させたことを特徴とするコネクタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は端子、例えば、ハウジングに組み込まれてコネクタを形成するだけでなく、
基板の側端面に直接実装して使用できる端子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、端子としては、例えば、導電性チューブ内に、導電性ピンを突出および後退方向
に摺動自在でしかも抜け出ないように配設するとともに、前記導電性ピンを前記突出方向
に弾性付勢するコイルスプリングを縮設してなるスプリングコネクタにおいて、前記コイ
ルスプリングのすくなくとも一部分の巻き外径を１タ－ンずれた他部分の巻き内径より小
さくまたは同じとなるように設定し、前記コイルスプリングが収縮された状態で、前記一
部分を前記他部分の内側に収容し得るように構成したことを特徴とするスプリングコネク
タがある（特許文献１参照）。
　そして、特許文献１の図１に示すように、前述のスプリングコネクタ２０は、導電性ピ
ン１４がコイルスプリング２６で軸心方向に付勢されているとともに、その図５に示すよ
うに、前記導電性ピン１４がバッテリー４４の当接端子４６に圧接することにより、所定
の接点圧を確保しつつ、電気的接続する構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１４９９５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述のスプリングコネクタは、大容量のバッテリーが使用される状況下
では、接触抵抗による発熱によって高温になりやすく、通電できる電流容量が低下しやす
いという問題点がある。
　また、前記スプリングコネクタでは、外部から衝撃力が負荷されると、導電性ピンの慣
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性力が大きいので、前記導電性ピンの接点面がバッテリーから瞬間的に離れて瞬断するお
それがある。
　本発明に係る端子は、接触抵抗によって発熱しても、高温になりにくく、瞬断を防止で
きる端子およびこれを用いたコネクタを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る端子は、前記課題を解決するために、ハウジングの接点孔から出し入れ可
能に突出する可動接点部を有する端子であって、前記可動接点部の接点面の背後に少なく
とも２個の冷却用貫通孔を設け、かつ、前記可動接点部の接点面を円弧状とするとともに
、前記可動接点部の両端を、少なくとも２本の略平行に蛇行する弾性変形可能な延在部で
支持した構成としてある。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、可動接点部における露出面積が増大し、冷却効率が向上するので、高
温になりにくい端子が得られる。
　また、可動接点部に冷却用貫通孔を設けることにより、可動接点部自体の質量が小さく
なる。このため、外部からの衝撃力、例えば、落下による衝撃力がハウジングに負荷され
たとしても、可動接点部の慣性力が小さいので、可動接点部の慣性力によって生じ得る瞬
間的な電気的接続不良である瞬断を防止できる。
【０００７】
　本発明の他の実施形態としては、可動接点部の厚さが均一であってもよい。
【０００８】
　本実施形態によれば、応力集中を回避できるとともに、設計が容易になる。
【０００９】
　本発明に係るコネクタは、前述の端子に係る可動接点部を、ハウジングに設けた接点孔
から出し入れ可能に突出させた構成としてもよい。
【００１０】
　本発明によれば、可動接点部の露出面積が増大し、冷却効率が高くなり、高温になりに
くいコネクタが得られる。
【００１１】
　また、可動接点部に冷却用貫通孔を設けることにより、可動接点部自体の質量が小さく
なる。このため、外部からの衝撃力、例えば、落下による衝撃力がハウジングに負荷され
たとしても、可動接点部の慣性力が小さいので、可動接点部の慣性力によって生じ得る瞬
間的な電気的接続不良である瞬断を防止できるコネクタが得られるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１Ａ，１Ｂは本願発明の第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタを示す
斜視図および平面図である。
【図２】図１で図示した第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタの分解斜視図であ
る。
【図３】図１で図示した第１実施形態に係る端子を組み込んだコネクタの異なる角度から
視た分解斜視図である。
【図４】図４Ａおよび図４Ｂ，４Ｃは本願発明に係る端子を組み込むハウジングを示す斜
視図、および、図４Ａで示したＢ－Ｂ線，Ｃ－Ｃ線断面斜視図である。
【図５】図５Ａ，５Ｂは図２で図示した固定具および端子の正面図である。
【図６】図６Ａ，６Ｂはコネクタの動作前後を示す断面図である。
【図７】図７Ａ，７Ｂ，７Ｃは本願発明の第２，第３，第４実施形態に係る端子の可動接
点部だけを示す部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
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　本発明に係る端子の実施形態を図１ないし図７の添付図面に従って説明する。
　第１実施形態は、図１ないし図６に示すように、樹脂成形された高さ４ｍｍのハウジン
グ１０に所定のピッチで固定金具２０を圧入するとともに、前記固定金具２０，２０の間
に接続端子３０を圧入したコネクタに適用した場合である。
【００１４】
　前記ハウジング１０は、図４に示すように、固定金具２０を上方から圧入できる第１収
納スペース１１を所定ピッチで設けてあるとともに、前記第１収納スペース１１の対向す
る内側面には係止用突条１２を設けてある。また、前記ハウジング１０は、前記第１収納
スペース１１，１１の間に接続端子３０を背面側から圧入できる３つの第２収納スペース
１３を並設してある。特に、両端に設けた第２収納スペース１３は、仕切り壁１３ａで仕
切られている。さらに、前記ハウジング１０は、その正面側に、前記第２収納スペース１
３に連通し、かつ、後述する可動接点部３６を出し入れできる接点孔１４を設けてあると
ともに、前記第２収納スペース１３に連通する圧入孔１５を設けてある。そして、前記接
点孔１４の両側開口縁部に補強用リブ１６を突設するとともに、前記接点孔１４の上方縁
部に位置規制用受け部１７（図６）を形成してある。また、前記ハウジング１０は、その
上面の正面側縁部に前記第２収納スペース１３に連通する覗き孔１８を設けてある。
【００１５】
　固定金具２０は、図５Ａに示すように、金属製薄板をプレス加工で打ち抜いて形成した
略門型のプレス成形品であり、その内側面に係止爪２１を突設してある。このため、前記
ハウジング１０の第１収納スペース１１に前記固定金具２０を上方から圧入すると、前記
係止爪２１が前記ハウジング１０の係止用突条１２に係止し、前記固定金具２０が抜け止
めされるとともに、前記固定金具２０の固定用下端部２２が前記ハウジング１０の底面か
ら接続固定できるように露出する（図６）。
【００１６】
　接続端子３０は、図５Ｂに示すように、圧入用固定部３１から上方に略Ｊ形状の支持部
３２を突出するとともに、前記支持部３２の先端に位置する第１分岐部３３ａから第１延
在部３４ａと第２分岐部３３ｂとが延在し、前記第２分岐部３３ｂから第２，第３延在部
３４ｂ，３４ｃが分岐している。
　前記圧入用固定部３１には、その一端部の上面に係止爪３１ａを突設してある一方、そ
の他端部の下面から接続部３１ｂを設けることにより、圧入用切り欠き部３１ｃを形成し
てある。
　また、前記第１分岐部３３ａ，第２分岐部３３ｂから分岐した第１，第２，第３延在部
３４ａ，３４ｂ，３４ｃが略平行に蛇行するように延在することにより、第１，第２スリ
ット３５ａ，３５ｂを形成してある。このため、分岐部３３ａ，３３ｂに対する応力集中
が生じにくくなり、寿命が長いとともに、設計の自由度が広がるという利点がある。
　さらに、前記第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃの先端部を一体化して形
成した自由端部に可動接点部３６を設けてあるとともに、前記第１延在部３４ａの先端に
位置規制用突部３７を突設してある。前記可動接点部３６は、その接点面３６ａの背後に
、前記接点面３６ａと平行な方向に貫通する複数個の冷却用貫通孔３８を並設してある。
【００１７】
　なお、本実施形態では、第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃの湾曲部分に
おける巾寸法を順次、大きくしてある。このため、動作時における応力集中が生じにくく
なり、寿命が伸びるという利点がある。
　また、本実施形態に係る第１，第２スリット３５ａ，３５ｂの巾寸法は、接続端子３０
の可動接点部３６を動作させても第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互
に接触しない大きさとなっている。このため、所定の動作時において第１，第２，第３延
在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互に接触することがなく、不快な接触音が生じない。
　さらに、前記可動接点部３６に複数個の冷却用貫通孔３８を設け、露出面積が増大して
いるので、接触抵抗に基づいて可動接点部３６が発熱しても、効率的に冷却でき、高温に
なりにくい。
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　ついで、複数個の冷却用貫通孔３８を前記可動接点部３６に設けることにより、前記可
動接点部３６の慣性力が小さくなるので、外部から衝撃力が負荷されても、瞬断が生じに
くくなり、接触信頼性が向上するという利点がある。
【００１８】
　そして、図３に示すように、前記ハウジング１０の第２収納スペース１３に背面側から
前記接続端子３０を挿入する。そして、前記圧入用固定部３１を圧入孔１５に圧入し、係
止爪３１ａを圧入孔１５の内面に係止するとともに、切り欠き部３１ｃをハウジング１０
の縁部に係合することにより、固定できる。これにより、接続端子３０の位置規制用突部
３７がハウジング１０の位置規制用受け部１７に当接して位置規制されるとともに、接続
端子３０の接続部３１ｂが固定金具２０の固定用下端部２２と面一となる。
【００１９】
　ついで、図示しないプリント基板に実装した前記コネクタに、例えば、携帯電子機器の
バッテリーを圧接させることにより、可動接点部３６を押し込むと、第１，第２，第３延
在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが弾性変形するとともに、支持部３２が弾性変形する。そし
て、所定の押し込み量の範囲内であれば、第１，第２スリット３５ａ，３５ｂの巾寸法を
大きくしてあるので、第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃが相互に接触する
ことがなく、摩擦音を発生させることがない。特に、可動接点部３６と圧入用固定部３１
との間に、蛇行する第１，第２，第３延在部３４ａ，３４ｂ，３４ｃおよび支持部３２が
配置され、バネ長が長いので、所望の変位量を確保できるとともに、応力集中が生じにく
い。このため、接触信頼性が向上するとともに、寿命の長いコネクタが得られる。
【００２０】
　第２実施形態は、図７Ａに示すように、前述の第１実施形態が可動接点部３６に２個の
略楕円の冷却用貫通孔３６を並設した場合であるのに対し、多数個の円形の冷却用貫通孔
３８を格子状に設けた場合である。また、第３実施形態は、図７Ｂに示すように、多数個
の異形の冷却用貫通孔を格子状に設けた場合である。他は前述の第１実施形態と同様であ
るので、説明を省略する。
　本実施形態によれば、可動接点部３６における露出面積が増大し、冷却効率がより一層
高い端子が得られるという利点がある。
【００２１】
　第４実施形態は、図７Ｃに示すように、ピン形状の可動接点部３６の接点面３６ａの背
後に２個の冷却用貫通孔３８を設けた場合である。
　本実施形態によっても、可動接点部の３６の露出面積が増大し、冷却効率がより一層高
く、高温になりにくい端子が得られる。
【００２２】
　前述の実施形態によれば、可動接点部３６の質量が小さくなり、慣性力が小さくなるの
で、外部から衝撃力が負荷されても、瞬間的な電気的接続不良である瞬断を防止でき、接
触信頼性の高い端子が得られるという利点がある。
【００２３】
　なお、接触信頼性を高めるために２枚１組の接続端子と１枚の接続端子とを組み合わせ
る場合について説明したが、全て１枚の接続端子だけで構成してもよく、あるいは、全て
２枚１組の接続端子で構成してもよい。さらに、３枚１組で接続端子を組み込んでも良く
、必要に応じて接続端子の数を選択できることは勿論である。
　また、延在部およびスリットは一様な巾寸法である必要はなく、必要に応じて巾寸法を
変化させてもよい。例えば、延在部の湾曲部分のうち、外側の位置する延在部の湾曲部分
の巾寸法だけを大きくし、応力集中の発生を防止することにより、耐久性を高めてもよい
。
　さらに、前記実施形態では、ハウジングに接続端子を組み込む場合について説明したが
、プリント基板自体をハウジングとし、その側端面に本願の接続端子を直接組み込んでも
よい。これによれば、従来のハウジグおよび固定金具を必要とせず、結果として装置全体
をより一層小型化できるという利点がある。
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【産業上の利用可能性】
【００２４】
　本発明に係る端子は、前述の形状に限らず、可動接点部に冷却用貫通孔を有するもので
あれば、特に限定するものではない。
【符号の説明】
【００２５】
　　１０：ハウジング
　　１３：第２収納スペース
　　１４：接点孔
　　１７：位置規制用受け部
　　２０：固定金具
　　３０：接続端子
　　３１：圧入用固定部
　　３２：支持部
　　３３ａ，３３ｂ：第１分岐部，第２分岐部
　　３４ａ，３４ｂ，３４ｃ：第１，第２，第３延在部
　　３５ａ，３５ｂ：第１，第２スリット
　　３６：可動接点部
　　３６ａ：接点面
　　３７：位置規制用突部
　　３８：冷却用貫通孔
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